
かしまホットニュース
鹿島市の最近の話題や気になる話題をご紹介します。

２．小中学校再開へ 緊急事態宣言解除

５． 「有明海のいきもの」のかぶりもの完成！

３．鹿島おどり、花火大会など中止 新型コロナウイルス感染症影響

１．鹿島市独自の経済対策 新型コロナウイルス感染症関連
鹿島市では、新型コロナウイルス感染症の影響により経営が厳しい市内の事業者などを
対象に独自の緊急経済対策を実施しています。飲食店を対象にした経済対策「今こそ、家
めし」に続く第2弾は、三つの給付金となっています。一つは、県の休業要請に応じて、休業
や時短営業をされた事業者へ、休業協力給付金として県の給付金に加え15万円を給付し
ます。そして、貸店舗で営業を営む事業者へはさらに10万円を上乗せして給付します。そし

て三つ目が、休業協力給付金とは別に、国の持続化給付金の対象外となる事業者（売上
が前年同月比で20～49％減少した事業者）に鹿島型持続化給付金を最大20万円給付しま
す。申請期限は、6月10日までとなっています。また、鹿島市では、第3弾の経済対策として、
事業継続支援事業や消費喚起支援事業などを実施する予定です。
上記経済対策の詳細は、市商工観光課 電話0954-63-3412 までお問合せください。

佐賀県鹿島市 令和2年5月28日

４．市長講演 地域とつながる高校魅力づくりプロジェクト！

No.４６
市のホームページでもご覧いただけます

鹿島は色々なことに取り組んでいます。全国の方に鹿島を
知ってもらうために、みなさんも、ＳＮＳで広めてください。

新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けて、全国を対象としていた「緊急事態宣言」が、5月
14日に佐賀県を含めた39県で解除となりました。それに伴い、臨時休校していた市内の小中学
校も14日から再開されました。子どもたちは、学校へ久しぶりに登校し、友達との会話を楽しん
でいました。また、市民交流プラザ「かたらい」など市の施設についても、5月11日から順次再開
しました。

新型コロナウイルス感染症の影響で、鹿島酒蔵ツーリズムに続いて、鹿島市
の夏の大きなイベントなどが相次いで中止となりました。中止となったものは、
「鹿島市民体育大会」、「鹿島ガタリンピック」、 「七浦夏祭り」、 「鹿島おどり」、

「鹿島市納涼花火大会」などです。「鹿島おどり」について、鹿島市観光協会の
中村会長は、5月13日の記者会見で「参加者やスタッフの健康・安全を第一に
考慮した結果で、非常に残念です。鹿島おどりが2日間中止となるのは、昭和
51年（1976年）の水害で「第14回鹿島おどり」が翌年に延期になって以来2回目
となります。」とコメントされました。今回開催予定であった「第57回鹿島おどり」
は来年に実施されることとなりました。

昨年の第35回鹿島ガタリンピック（上）
と第56回鹿島おどり（左）の様子

有明海の環境保護などに関心を持ってもらおうと、この度「有明海のいきもの」のか
ぶりものを作成しました。本年3月のLINEスタンプに続き、「有明海のいきもの」を題材
にして作成したものです。今回完成したかぶりものは、ワラスボ、クロツラヘラサギ、シ
オマネキの子ども３体と珍獣関係の作品を手掛けているSOUDA（ソウダ）さんのワラ
ス帽です。これらのかぶりものは、イベントや干潟交流館での環境教育で活用する予
定です。

鹿島高等学校と鹿島市が連携する「地域とつながる高校魅力づくりプロジェクト」
の一環として、5月22日、鹿島市長が鹿島高校1年生230人に「ふるさと」をテーマと
した講演を行いました。当日は、感染防止のため、高校の体育館を使用し、生徒は
全員マスクをし、間隔を空けて「三密」を避けて行われました。市長は、自然豊かで
伝統がある鹿島の特色や鹿島に所縁(ゆかり)のある著名人について、エピソードを
交えながら話をしました。講演終了後、生徒から積極的に質問があり、生徒にとっ
て記憶に残る授業となりました。また、このプロジェクトは、「地域を愛する心を育む
」ことも目的としており、本年度は数回にわたって、地域のことについての講義など
を行う予定です。
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